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ンを出力データとする，半自動浸水域抽出ツールを開発した．2) 開発したツールを対象領域全域に適用したところ，網羅率 : 88.3 %，
的中率 : 93.6 %と，良好な精度で浸水域を抽出することができた．3) 半自動抽出ツールを対象領域のSAR画像へ適用したところ，8.9 
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